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加納臨空 .大将秀行 ･的木 克
く研究概要)
A)ボノボ(Panpaniscus)の分村と生態的特性
(文部省科学研死柁祁助企国際学的研死)
(1)コンゴ森林における野生ボノボの社会
及び行動の研死
加納随至 ･橋本千絵1)･田代杓子2)
コンゴ民主共和国 (旧ザイール)ジョル地
区ルオ保岱区ワンパ森林のボノボの縦純調査を行
っている｡1998年度は波航自粛軌皆のため現地
調査はできなかったが､退去に収処されたfi料に
基づき行動の分析を行った｡
(2)兜アフリカのタンザニアにおける野生
チンパンジーの研究
加納隆至
ルクワ地域とマシト地域 (フィラバンガ盆
地)において.チンパンジーの密度と適応に関す
る調査を行った｡
(3)ウガンダのカリンズ森林におけるチン
パンジーと他種霊長類の生態学的研究
加納隆至 ･楠木千絵1)･田代杓子2)
1998咋度の調光で､チンパンジーとロエ
ストモンキーの人付けに成功した｡この両種につ
いて採企生態と処田桐成の間の関係が研究され
た｡
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B)西部タンザニアのチンパンジー生息地におけ
る野生動植物の保讃と管理
GeorgeAbeliSabuni3)
タンザニアのチンパンジー生息域における
人間活動の現状を調査し､新たな保護区設定が必
要であるとの結論を得た｡
C)ニホンザルの繁殖戦略 :とくに配偶選択の要
因について
大揮秀行
霊長類における性淘汰､および社会構造に
影響をおよぼすメスの性行動を研究している｡こ
れまで放飼群やグループケージ飼育ニホンザルに
ついてその行動を調べた (文部省科学研究費補助
金基盤研究(C)他)｡
D)中央アフリカ乾燥サバンナおよび多雨林にお
けるnJE長煩の社会生態学的野外研究
大将秀行
カメルーン北部のカラマルエ国立公園にお
けるバタスモンキーとミドリザルの野外研究を
1986年以来行っている｡通常は単雄群のバタス
モンキーも交尾期にはしばしば複雄群化する｡今
年度は､交尾を巡る雄間競争とメスによる選択の
相互関係を調べた｡群内オス数が増加するに伴い.
メスによる選択の強度が強くなることからが､パ
タスモンキーの社会の複雄化現象はメスにさる働
きかけ (メス選択)と強く関連していることが示
唆された｡多雨林では頬人猿の地方変異の研究の
ための毛のfl料採典を行った (文部省科学研究費
補助金国際学術研究およびCOE拠点形成)｡
E)英独班の比較社会学的 ･生態学的研究
加納隆至 ･大洋秀行 ･高橋弘之4)･
田代靖子2)･船越美穂2)･
下岡ゆき子2)･上野有理2)
共綾類の生態 ･社会進化を明らかにするた
め野外研究を行っている｡今年度は狭鼻猿類のう
ち､ニホンザルについては､金拳山 (宥和的行動)､
高崎山 (個体群動態).嵐山 (老齢メスの社会性お
よびアカンボウの採食行動の発達)､松本盆地 (野
生群の保全生態学)において調査を行った｡また,
金毒山と屋久島におけるニホンザルのオス間の親
和的行動について比較分析した｡広鼻猿類のうち､
ケナガクモザルついては南米コロンビア､マカレ
ナ地蟻 (離合集散性)において調査を行った｡
E)インドネシア･束カリマンタンでの野生オラ
ンウータンの生態学的調査
鈴木 晃
今年度は､インドネシア･束カリマンタン
においてオランウータンの分布調査､および森林
火災の現状とオランウータンの被害状況の調査を
行った｡特に.東カリマンタン州全域でのヘリコ
プター調査によって､火災の影響､オランウータ
ンの分布を明らかにした｡クタイ国立公園では､
野生オランウータンの生態学的調査を継続してお
り､研究フィールドの基地を維持するとともに,
現地でのオランウ-タンの保護活動を展開中であ
る｡
F)束アフリカにおけるチンパンジーの狩猟 ･肉
食行動の研究
保坂和彦5)
タンザニア､マハレ山塊国立公園のチンパ
ンジー集団を対象にした長期野外調査 (京都大学
大学院理学研究科 ･西田利貞との共同研死)を行
っている｡本年度は､1991年度と1993年度に収
集した集中的資料を中心にして､適宜､他の年波
の蓄積資料と比較しながら分析を行った｡とくに､
チンパンジーの採食活動と社会的相互作用が密に
関係する場を提供するという点で注目される狩
猟 ･肉食行動の基本的な特徴を整理するととも
に､主要な独物であるアカコロブスとの避退に対
する狩猟生起率 ･成功率､及び塊団サイズ ･梢成
の影響やオトナ雄による肉分配の傾向との閑地を
明らかにした｡さらに.これらの研究成果を他の
チンパンジー長期野外調査地における知見と比較
した｡
1)研修員(1999年1月1日～1999年3月31日)
2)大学院生
3)COE外国人研究員 (1998年11月10日～1999
年2月9日)
4)COE非常勤研究員
5)日本学術振興会特別研究員 (1998年7月1日採
用)
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く研究業損)
輪文
一英文-
1)Furuichi.T.Idani.G.,Ihobe,H.,Kur∝l孔S.
Kitamura.K.Mori,AりEnomoto,Tり
Okayasu,NりHashimoto.C.皮Kano.T.
(1998)Populationdynamicsofwild
bonobos (Pan panL'scus)atWamba.
InternationalJournalofPrimatology19:
1029･1043.
2)Hashimoto.C.Tashiro,Y.,Kimura,D.,
Enomoto.T.Ingmanson,E.∫.,Idani.G.&
Furuichi,T.(1998)Habitatuseandranging
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InternationalJournalofPrimatology19:
1045-1060.
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4)Saito,C.Sato,S.,SuzukiS.Sugiura,H.
Agetsuma.NMTakahata.Y.Sasaki,C.
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andKinkazanstudypopulations.Primates
39:351-363.
6)Takahashi,H.& Furuichi,T.(1998)
Comparativestudyofgr∞mingrelationships
amongwildJapanesemacaquesinKinkazan
AtroopandYakushimaMtroop.Primates
39:363･372.
7)Takahata,Y.,SuzukiSMOkayasu.NM
Sugiura.H.Takahashi.H.Yamagiwa.J.
Izawa.K.Agetsuma.N.Hil.D.A.Saito,C.
Sato,S.,Tanaka,T.&Sprague,D.S.(1998)
DoestroopsizeorwildJapanesemacaques
influencebirthrateandinfantmortalityin
theabsenceofpredators?Primates39:245-
251.
8)Takahata.Y‥SuzukiS‥Agetsuma.N.
Okayasu.N.Sugiura.H.Takahashi.H.
Yamagiwa.∫.Izawa,K.,Furuichi.T.Hil,
D.AりMaruhashi.T.,Saito.CりSato,S.皮
Sprague.D.S.(1998)Reproductionofwild
JapanesemacaquefemalesofYakushima
andKinkazanIslands:Apreliminaryreport.
Primates39:339-349.
-和文-
1)橋本千絵 (1999)アフリカ大型類人猿にみる
性行動の発達.迫伝 53(1):37-42.
2)柏本千絵 ･古市剛史 (1999)霊長類の母子関
係.r霊長籾学を学ぶ人のためにJl(西田利貞 ･
上原血刀桐)世界思想社､京都.pp.228-251.
報告 ･その他
一英文-
1)Hashimoto.C.(1998)Chimpanzeesinthe
KalinzuForest.Uganda.PanAfricaNews
5:6･8.
2)Kano,T.(1988)CommenttoCraigB.
Stanford■S●Thc耽 hItxhviorofd血lrnnZe6
andbnotm'1998.August一〇ctoberCurent
An throrx)ユogy39(41410-411.
3)Suzuki.A.etal.(1998)FirialReporton
KELAI2HydroelectricPowerProject.
EnvironmentA.YayasanPal,Bandung.p.
61.
4)Suzuki,A.¢1998)FinalReportonKELAI
2HydroelectricPowerProject.Environmet
A.NewJeclnc.Osaka,Japan.p.32.
-和文-
1)加納隆至 (1998)映像エソグラム作成によるチ
ンパンジー屈の行動の比較(裸掴蘇号08454278)
平成8-9年度科学研究托補助金(基盤研究B)研究
成果細岱諮pp.39181.
2)大将秀行 (1998)ニホンザルのオスの交尾戦
略とその効果-.平成8-9年度文部省科学研究費補
助金基盤研究(C2)研究成果報告書pp.20-23.
3)高橋弘之 (1999)r孤猿随筆』再考.京都造形
芸術大学総合環境 '99pp.23-26.
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学会発表
一英文-
1)Hashimoto,C.(1998)Currentsitua-tionof
tx)notx冶intheLuoReserve,Equateur.D.R.
Conogo.TheThirdIntemationalConference
onGreatApesoftheWorld(July.1998,
SarawakuMalaysia).
2)OhsawaH.(1999).Strategyofmalepatas
monkeysduringchangesofthegroup
leader.InuyamaSymposium …Adaptation
andEvolutionofCercopithecidaeinAfrica●'
(Jam.1999.Inuyama).Abstractsp.27.
-和文-
1)柏本千絵 (1998)ウガンダ ･カリンズ森林の
チンバンジ-.第1回サガシンポジウム(1998年
11月､犬山).
2)保坂和彦 (1998)マハレ山塊のチンパンジー
単位弘田における社会的動態と噴乳頬捕食パタ
ーンの関係.第1回サガシンポジウム (1998年
11月､犬山).
3)高橋弘之 (1998)金拳山におけるハナレザル
のグルービング.第14回日本霊長類学会大会
(1997年6月.岡山).霊長規研究 14(3).･262.
行動神経研究部門
思考言語分野
松沢哲郎 ･友永雅己･田中正之
く研究概要)
A)チンパンジーの認知 ･言語機能の比較認知科
学的研究
松沢哲郎･友永雅己･田中正之･
佐藤 明l)･南雲純治2)
チンパンジーとヒトを対象に､認知 ･言語
機能の比較研究を継続しておこなった｡主として
1個体のテスト場面で､色の認識､数の認識とく
に序数の成立機構 (オックスフォード大学 ･ド
ラ･ビロとの共同研究)､コンピュータ補助のなぞ
り描き･迷路課趨 ･分配課題 (ノースフロリダ大
学 ･イバー ･イバーセンとの共同研究).匂いと味
を手がかりとした弁別学習 (北海道大学･上野富
-との共同研究)､運動する刺激の輪郭の知覚 (莱
都大 ･藤田和生との共同研究)､記憶の減衰､図形
パターンや表情の認知､刺激等価性､などについ
て実験的分析をおこなった｡
B)対面ないし複数個体場面におけるチンパンジ
ーの知性
松沢哲郎
プレイルームでチンパンジーと実験者が対
面する場面において.石器や釣り棒などの道具使
用､物を操作する動作の模倣 (京都大 ･明和政子
との共同研究).粘土遊び (日本女子大･中川織江
との共同研究),砂遊び (東京農工大 ･武田庄平･
筒井紀久子との共同研究)について研究した｡
C)野生チンパンジーの道具使用と文化的変毘
松沢哲郎･平田 聡3)･マウラ･チェリ3)
西アフリカのポッソウのチンパンジーの行
動と生態を夏と冬の時期に調査し､ビデオ記録の
分析をおこなった (林原博物館 ･森村成樹､岐阜
大･落合知美.ドラ･ビロとの共同研究)｡
D)飼育霊長類の環境エンリッチメント
松沢哲郎 ･熊崎消RrJ4)･
前田典彦4).勝田ちひろ4)
飼育霊長類の環境エンリッチメントにかん
する研究をおこなった｡植樹プログラムを霊長研
と日本モンキーセンターで例年同様に実施した｡
運動場における3次元構築物の利用燐皮の調査を
おこなった｡上記の一部は共同研究 (落合知美,
森村成樹)である｡
E)チンパンジ-の人工授精とホルモンの動態
松沢哲郎･松林消明5)･熊崎消則4)･
前田典彦4)･藤田志捗 6)
チンパンジー1個体 (女性､22歳)を対象
に､尿中のホルモンの動態を測定した｡人工授糊
をおこなって妊娠にいたり､妊娠糊のホルモンの
動態についても測定した｡在胎225日で出産した
が死産だった｡
F)テナガザルの行動発達
松沢哲郎 ･水谷俊明3)･
勝田ちひろ4)･前田典彦4)
アジルテナガザル (オス)個体を出生後8
日目から人工保育し､発声をはじめとする行動発
達を記録した (神戸大 ･打越万喜子との共同研
究)｡
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